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１.環境経営方針

＜基本理念＞

　エネルギー供給と関連する生活関連商品の提供を主業務とする当社は、地球環境との

調和が企業の存続と活動にとって不可欠であるという認識のもとに、事業活動に於いて

の環境負荷の低減と地域社会に調和した環境改善に努めます。

＜行動指針＞

1 環境負荷の小さい高圧ガス（ＬＰＧ、水素）や電力、並びに、地球と人にやさしい

建設資材、食品等の関連商品、ないし、サービスの普及拡大に努めます。

2 環境管理体制を構築し、目的と目標を設定し、見直すことにより環境経営システム

の継続的な改善推進に努めます。

3 事業活動を通じて省エネルギー、省資源、節水に努めるとともに、温室効果ガス排

出量の削減、廃棄物の減量・適正処理、化学物質の適切な管理並びにリサイクルの

推進やグリーン購入を行い、環境汚染の予防に努めます。

4 国、県、市町村及び関係機関で定める環境法条例や取り決め等を遵守する事はもと

より、企業市民として社員の環境意識の高揚を図るとともに、地域社会の環境保全

に努めます。

制定日： ２０２２年　３月　1日

江藤産業株式会社

代表取締役社長 近藤　寛
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２.会社概要

1） 商号 江藤産業株式会社

① 本社所在地 〒870-0145 大分市乙津町1番18号 ℡097-558-2502

② 創業 昭和21年10月

③ 設立 昭和49年11月1日

④ 資本金 75,000,000円

⑤ 主な事業内容 液化石油ガス・水素の充填・販売、石油類販売、ガス器具・
住設器具、厨房器具等の販売、食品（冷凍食品含む）の卸売業、
建設業（電気工事業、水道施設工事業）、空調設備機器の販売・
空調設備工事、太陽光発電システムの販売、施工及び保守管理
電力の販売

⑥ 人員 96名

2） ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社 株式会社九州エネルギー総合センター
所在地 大分市乙津町1番18号
設立 平成9年1月
人員 36名
事業内容 ・液化石油ガス配管工事

・給水配管等の工事
・液化石油ガスの保安点検調査
・液化石油ガスの配送業務

株式会社アリマン未来
所在地 大分市乙津町1番18号
設立 平成12年12月
人員 14名
事業内容 ・加工食品の販売

・米、穀物類の販売
・酒類の販売

北部江藤産業株式会社
所在地 大分市乙津町1番18号
設立 平成19年11月
人員 9名
事業内容 ・液化石油ガス及び石油類の卸、小売販売

・ガス関連、住設、生活関連機器の販売
・高圧ガス配管工事に関する設計、施工、管理
・建設、増改築の設計、施工、管理

匹田電気工事株式会社
所在地 佐伯市女島10429番地の3
設立 昭和36年11月
人員 15名
事業内容 ・土木工事

・電気工事
・管工事
・消防施設工事
・不動産賃貸

3） グループ概要 ・人員 名
・建屋面積 ㎡ ※ｸﾞﾙｰﾌﾟ合計

（17拠点　P4参照）

170
6,326
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３.ＥＡ２１実施体制

（１）ＥＡ２１組織図

（２）役割と責任及び権限

・環境経営に関する統括管理者

・環境経営に必要な経営資源（人・物・資金）を準備する。

・環境管理責任者の任命

・環境経営方針を定める

・環境経営目標及び環境経営計画、実施体制を承認する

・代表者による全体の評価と見直しを実施する

・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの構築、運用、管理に関する責任者

・環境経営システムの運用、管理状況を代表者に報告する

・エコアクション２１推進委員会の責任者

・環境関連法規等の取り纏め表の承認、遵守状況チェック結果の承認

・各部門の環境経営目標、環境経営計画、実施体制の確認と全体調整

・環境上の緊急事態の想定及び対応策の承認

・問題点の是正及び予防措置の承認

・環境経営レポートの確認

・環境管理責任者の補佐、エコアクション２１推進委員会の事務局

・環境関連文書、記録の管理

・環境経営に関する実績のとりまとめ

・外部環境コミュニケーションに関する窓口

・環境経営レポートの作成

・環境経営目標、環境経営計画の伝達

・全社の意思統一、意見交換及び相互・全体評価の実施

・各部門の実施状況、目標達成状況、問題点などの報告

・効果的な環境経営に向けての提案・意見の交換

・自部門における環境経営及び環境経営計画の企画・作成・実施

・自部門における環境活動の実施、目標達成状況を委員会に報告する

・自部門に必要な手順書などの作成、管理

・自部門の問題点の発見及び是正、予防処置を実施する

・環境経営方針、環境経営目標などの理解と自らの役割を自覚する

・自主的、積極的に環境活動に参加する

部門長

全従業員

名　称 役割　権限　責任

代表者

環境管理責任者

事務局

エコアクション21
推進委員会

代表者
代表取締役社長 江藤 康之

環境管理責任者
技術保安統括室 吉岡 智洋

事務局

エコアクション２１
推進委員会

江藤産業㈱

㈱九州エネルギー総合

センター

匹田電気工事㈱

北部江藤産業㈱ ㈱アリマン未来
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４.事業及び組織見取り図

大
分
地
区

速
見
地
区

臼
津
地
区

豊
肥
地
区

佐
伯
地
区

延
岡
地
区

宇
佐
地
区

福
岡
地
区

佐
賀
地
区

大分県杵築市山香町大字野原3549-1
備考：LPｶﾞｽ販売所
大分県豊後大野市三重町大字赤嶺字萩通路1186番地の1

備考：ＬＰガス販売所
大分県臼杵市大字野田342-2
備考：LPｶﾞｽ販売所
大分県津久見市志手町9番15号
備考：LPｶﾞｽ販売所
大分県佐伯市東町26番10号
備考：LPｶﾞｽ販売所
大分県佐伯市常盤南町9番11号
備考：創業者記念館、リフォームコーナー

宮崎県延岡市大武町753-4
備考：ＬＰｶﾞｽ販売所
福岡県福岡市博多区山王1丁目10-11ﾌｪｲｽﾞｲﾝ山王公園前107号

備考：建設営業及び工務事務所
福岡県北九州市小倉北区西港町91-6
備考：ＬＰｶﾞｽ販売所
大分県宇佐市大字上元重字小田尾254-4

備考：ＬＰｶﾞｽ販売所
佐賀県兵庫町大字瓦町字三本黒木457-2

備考：ＬＰｶﾞｽ販売所
大分県大分市乙津町1番18号
備考：認定保安機関、設備工事、LPｶﾞｽ販売所

大分県佐伯市東町26番10号
備考：認定保安機関、設備工事、容器配送

宮崎県延岡市大武町753-4
備考：認定保安機関、設備工事、容器配送

大分県大分市乙津町1番18号
備考：食品、米、厨房機器販売及びLPｶﾞｽ販売所

大分県佐伯市女島10429番地の3
備考：電気工事業

170

※ 環境負荷 全て自社把握 ◎ 自社で全ての環境負荷を把握
環境負荷のみ △ 管轄する事業所で一括把握⇒経費比で案分
自社外１パターン × 江藤酸素㈱で一括把握⇒経費比で案分
自社外２パターン □ 江藤産業㈱で一括把握⇒経費比で案分

(注)江藤酸素㈱は親会社にあたり、認証登録範囲外である。

会
社
名

人
　
員

住　所

EA21セクション

北
部
江
藤
産
業

江
藤
産
業

3

3

×

◎

△

1

営業所名

◎

70

◎

◎
備考：本社及びｼｮｰﾙｰﾑ、LPｶﾞｽ販売
所、ｵｰﾄｶﾞｽｽﾀﾝﾄﾞ、水素充てん設備、
ﾀﾝｸﾛｰﾘｰ

本社及び大
分営業所(ｵｰﾄ
ｶﾞｽｽﾃｰｼｮﾝ）

三重営業所

大分県大分市乙津町1番18号

◎

延岡営業所

臼杵営業所

津久見営業所

速見営業所

佐伯営業所 7

3

4

3

合　　計

九
　
州

ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞ

ｰ

総
合
ｾ
ﾝ
ﾀ

ｰ

アリマン未来

佐伯ｽﾀｼﾞｵ

福岡支店

延岡事業所

県北営業所

佐賀営業所

大分事業所

佐伯事業所

匹田電気工事

北九州営業所

◎

◎

◎

15

3

14 □

15

16 □

5

2 ×

2

4

◎

□

◎

△
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5-1.環境経営目標

【江藤産業Ｔ】※1 【各年度の対象期間は、決算年度　1月～12月】

基準年度 目標 目標 目標

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

750,904 743,395 735,886 728,377

kg-CO2 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

279,242 276,450 273,657 270,865

kWh 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

117,883 116,704 115,525 114,347

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

110,681 109,574 108,467 107,361

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

97% 95%以上 95%以上 95%以上

1,811 1,793 1,775 1,757

㎥ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

0 0 0 0

件 件 件 件

※1 江藤産業Ｔの説明： Ｔはチームの略。

対象となる事業者は、江藤産業㈱と㈱九州ｴﾈﾙｷﾞｰ総合ｾﾝﾀｰ、

匹田電気工事㈱及び各拠点

※2 ＣＯ２排出係数の説明： 新電力おおいたの2024年度調整後排出係数で換算した。

2-1
産業廃棄物

リサイクル推進

環境
方針の
番号

選択課題

1

1-1

(ＣＯ2排出量)※2

二酸化炭素排出量削減

（電気消費量）

電力消費量削減

1-2

1-3

ガソリン消費量削減

軽油消費量削減

（ガソリン消費量）

（軽油消費量）

スポーツ・文
化振興の推進

水使用量削減

100%

スポーツ・文
化振興の推進

100%

（水使用量）

6 社会貢献への参加→献
血等への参加

スポーツ・文
化振興の推進

スポーツ・文
化振興の推進

3

4
社内・消費者の爆発・火
災事故ゼロ→監査・調
査・点検の実施

5 100% 100%
環境負荷軽減重機の使
用（建設部門）100%
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5-2.環境経営目標

【北部江藤産業Ｔ】※1 【各年度の対象期間は、決算年度　1月～12月】

基準年度 目標 目標 目標

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

38,654 38,268 37,881 37,495

kg-CO2 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

14,720 14,572 14,426 14,278

kWh 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

11,895 11,776 11,657 11,538

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

0 0 0 0

ℓ ℓ ℓ ℓ

リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

91%以上 90%以上 90%以上 90%以上

66 65 65 64

㎥ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

0 0 0 0

件 件 件 件

※1 北部江藤産業Ｔの説明： Ｔはチームの略。

対象となる事業者は、北部江藤産業㈱及び各拠点

※2 ＣＯ２排出係数の説明： 新電力おおいたの2024年度調整後排出係数で換算した。

5 社会貢献への参加

3

4
社内・消費者の爆発・火
災事故ゼロ→監査・点
検・検査の実施

（水使用量）

水使用量削減

環境美化活動 環境美化活動 環境美化活動 環境美化活動

環境方
針の番

号
選択課題

1

1-1

二酸化炭素排出量削減

(ＣＯ2排出量)※2

電力消費量削減

（電気消費量）

1-2

1-3

2

ガソリン消費量削減

（ガソリン消費量）

軽油消費量削減

リサイクル推進

産業廃棄物

（軽油消費量）
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5-3.環境経営目標

【アリマン未来】 【各年度の対象期間は、決算年度　1月～12月】

基準年度 目標 目標 目標

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

163,517 161,882 160,247 158,612

kg-CO2 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

208,484 206,399 204,314 202,229

kWh 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

13,256 13,123 12,991 12,858

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

10,437 10,333 10,228 10,124

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

391 387 383 379

㎥ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

0 0 0 0

㎏ ㎏ ㎏ ㎏

※1 ＣＯ２排出係数の説明： 新電力おおいたの2024年度調整後排出係数で換算した。

100% 100%

取り組み 取り組み

4 冷凍機の管理 100% 100%

5 社会貢献への参加

3

献血への参加 取り組み

1-2

（水使用量）

1-3
軽油消費量削減

（軽油消費量）

2

食品廃棄物排出

ガソリン消費量削減

（ガソリン消費量）

水使用量削減

環境
方針の
番号

選択課題

1

1-1

二酸化炭素排出量削減

(ＣＯ2排出量)※1

電力消費量削減

（電気消費量）
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６.環境経営計画と実績
2026年3月19日

当社における環境活動計画は以下の通り評価した。 環境管理責任者　吉岡　智洋

昼休みの消灯

空調の適温化

ブラインド等の利用により熱の出入りを調節

クールビズの実施

乗車前の点検

積載重量の適正管理

エコカーの導入推進

廃棄物の適正な分別

在庫数量の適正管理

紙使用量の削減

資源ごみ回収委託によるリサイクル活動

マニフェストの管理

家電リサイクル券の適正管理

建設リサイクル：分別の徹底、ルールの遵守

トイレ大小レバーの使い分け

流し洗いをしない

防災訓練の実施

保安教育の定期的な実施

各種安全機器の設置推進

各種点検調査の適正実施

事務所周囲の清掃活動

スポーツ・文化振興の推進

保護具の使用

物質の適正で安全な取り扱いの徹底

食品廃棄物排出ゼロ 在庫管理（賞味期限の管理と最適な発注）

冷凍機の自主点検（１回/日）

冷凍機の管理 冷蔵庫の異常温度及び異常音ゼロ

メンテナンスの強化

全部門

全部門

全部門

○

○

○

○

全部門

江藤産業Ｔ

アリマン未来

アリマン未来 ○

○

○

△

〇

化学物質使用時の
事故防止

電力消費量の削減

自動車燃料の消費
量の削減

○

〇

〇

廃棄物排出量の削減

〇

○

△

○

○

○

〇

○

○

対象チーム

全部門

江藤産業Ｔ

評価

環境負荷軽減重機
の使用

○

○

○

○

○

〇

○

○低騒音、低振動、低燃費重機の使用 江藤産業Ｔ

全部門

水使用量の削減

爆発・火災事故ゼロ

目標課題 具体的な行動

社会貢献の参加

-8-



７.環境経営目標の実績と評価

対象期間（2025年1月～12月）の実績を下表に示す。 【グループ全体】

二酸化炭素排出量

電力消費量

ガソリン消費量

軽油消費量

産業廃棄物

リサイクル率

水使用量

社会貢献の参加

※社会貢献の参加は、年度末に評価する。

項　目

㎥

136,235

953,075

実績

2025年度

884,789

1月～12月

kg-CO2

kWh 399,786

単　位

基準年

2023年度

1月～12月

502,446

ℓ

93% 90%

121,118

回 文化振興の推進 文化振興の推進中

2,268

％

1,983

131,838

143,034

ℓ
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7-1．環境経営目標の実績と評価

対象期間：2025年1月～2025年12月 【江藤産業Ｔ】
評価基準：○100％以上　△90％以上100％未満　×90％未満

環境方 基準年度 目標 実績 目標

針番号 2023年度 2025年度 2025年度 達成率

1 二酸化炭素排出量削減

（ＣＯ2排出量）

1-1 電力消費量削減

（電気消費量）

1-2 ガソリン消費量削減

（ガソリン消費量）

1-3 軽油消費量削減

（軽油消費量）

2-1 産業廃棄物

リサイクルの推進

3 水使用量削減

（水使用量）

4 爆発火災事故ゼロ

5 環境負荷軽減重機の使用

（建設部門）

6 社会貢献への参加
文化振興
の推進

文化振興
の推進

選択課題 評価

計 750,904

100%
バレーボール
大会を主催 〇

評価と次年度
の取組内容

評価と次年度
の取組内容

評価と次年度
の取組内容

省エネへの取り組み、意識の向上により目標達成となった。

279,242計

高燃費車への更新を推進したことを要因の一つとして車両の燃料消
費量が減少した。今後も効率的な運行を行う。評価と次年度

の取組内容

735,886 725,522

計

273,657 242,924 113% ○

〇117,883 115,525 109,985 105%

廃棄物リサ
イクル率 △90%86%95%以上97%

119,909 90% △

評価と次年度
の取組内容

グループ会社の一部車両において、2台分の集計漏れが確認された
ため、増加した。目標値の見直しを行う。

計 110,681 108,467

再資源化が困難な廃棄物の比率が高く、目標未達となった。今後も
分別を徹底する。

評価と次年度
の取組内容

計

計

各種保安対策を行い、無事故達成となった。引き続き事故防止に努
める。

0 0 0 100% 〇

1,811 1,775 1,828 97% △

評価と次年度
の取組内容

目標は未達となった。今後も全社で節水に努め、使用量の削減に努
める。

100% 100% 100% 100% ○
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7-2．環境経営目標の実績と評価

対象期間：2025年1月～2025年12月 【北部江藤産業Ｔ】
評価基準：○100％以上　△90％以上100％未満　×90％未満

環境方 基準年度 目標 実績 目標

針番号 2023年度 2025年度 2025年度 達成率

1 二酸化炭素排出量削減

（ＣＯ2排出量）

1-1 電力消費量削減

（電気消費量）

1-2 ガソリン消費量削減

（ガソリン消費量）

1-3 軽油消費量削減

（軽油消費量）

2 産業廃棄物 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

リサイクルの推進

91% 90%以上 94%

3 水使用量削減

（水使用量）

4 爆発火災事故ゼロ 0 0 0 0 ○

5 社会貢献への参加

△

軽油を燃料とする車両無し。

入居している親会社ビルの共同廃棄物置場を利用しており、一定の
比率で親会社より費用のみ請求されているため、今後も極力分別
し、適正に処理する。

評価と次年度
の取組内容

66 65 68 96%

計

評価と次年度
の取組内容

廃棄物リサ
イクル率

評価と次年度
の取組内容

計

評価と次年度
の取組内容

計

計 14,720 14,426

11,895

評価と次年度
の取組内容

14,859

101% 〇

評価と次年度
の取組内容

目標は未達となった。経営統合により次年度は江藤産業Tに加わる
ため、目標にあわせ今後も消費量削減を継続する。

97% △

選択課題 評価

計 38,654 37,881 38,883

環境美化
活動

環境美化
活動

事業所周
辺の清掃

活動

104%

11,657

エコドライブの徹底や効率的な運行により目標達成となった。今後
も消費量削減に努める。

11,548

〇

0 0 0 ― 〇

100% 〇

目標は未達となった。さらなる節水に努める。
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7-3．環境経営目標の実績と評価

対象期間：2025年1月～2025年12月 【アリマン未来】

評価基準：○100％以上　△90％以上100％未満　×90％未満

環境方 基準年度 目標 実績 目標

針番号 2023年度 2025年度 2025年度 達成率

1 二酸化炭素排出量削減
（ＣＯ2排出量）

1-1 電力消費量削減
（電気消費量）

1-2 ガソリン消費量削減
（ガソリン消費量）

1-3 軽油消費量削減
（軽油消費量）

2 水使用量削減
（水使用量）

3 食品廃棄物排出ゼロ

4 冷凍機の管理 100% 100% 100% 100% ○

5 社会貢献への参加
100%

年2回献血車
を構内に招き
協力している

○

計 100% 〇

評価と次年度
の取組内容

メーカー違いの同等品を統合したり、特殊品は受注発注やケース納
品に切り替えることにより、在庫を削減し排出ゼロを達成した。今
後も在庫管理を徹底する。

0 0 0

献血への参加 献血への参加

計 208,484 206,399 142,003 145% 〇

89% ×

87% ×

評価と次年度
の取組内容

昨年の冷凍機更新が大きな要因となり、目標達成となった。

445% 〇計 391 387 87

選択課題 評価

評価と次年度
の取組内容

計 163,517 161,882 120,384

評価と次年度
の取組内容

昨年の冷凍機更新をはじめ、節電意識の向上により目標達成となっ
た。

評価と次年度
の取組内容

遠方への配送頻度が上がったことにより目標は未達となった。引き
続き配送ルートの効率化をメインに消費量削減に務める。

評価と次年度
の取組内容

配送エリアの拡大が目標未達の大きな原因となった。目標値の見直
しを含め検討する。

計 13,256 13,123 14,702

計 10,437 10,333 11,929
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7-4.環境経営目標の実績と評価
【アリマン未来】

株式会社アリマン未来における食品業者向けガイドラインへの対応

＜食品リサイクルについて＞

1) 現状把握の状況

・2025年度の商品取扱総重量：1,340t

・2025年度（運用期間）の廃棄物総重量：0㎏ 　

2) 考察

①取扱量と廃棄物排出の整合　廃棄物の排出は、2024年度の取扱時に発生した廃棄物

　である。

②2025年度の取扱量対比廃棄物発生率

　0㎏÷1,340,000㎏＝0％ ⇒ 環境目標の排出率0.01以下は達成

廃棄物発生率は「ゼロ」である。

③廃棄物発生量ほぼ「ゼロ」の原動力

　経費削減の活動から、抑制活動を徹底している結果である。これが食品廃棄物発生率

　極減の要因である。食品リサイクル法ではこの抑制策を最初の手段として推奨してい

　る。

④直接的なリサイクルの検討

　廃棄物区分は破損（内容物が直、廃棄物）と期限切れ（パック、箱など）に分類され

　る。内容は冷凍品、冷蔵品、調味料など多岐にわたり、また、ランダムに生じる。そ

　のためリサイクル方法が固定できない。

⑤廃棄物発生量「ゼロ」達成の活動（実施評価）

　従来より行っている破損商品販売の創意工夫に加えて、破損しにくい商品への集約化

　を行い、破損自体の発生を抑制する施策を継続して行っている。

　また、在庫削減策として、同等品のメーカー違い商品を統合して１社にまとめたり、

　特殊品などを受注発注やケース納品に切り替えて販売を進めた。

　これが今回の廃棄物排出量「ゼロ」を達成した活動である。

　

3) 食品リサイクル法及び食品関連事業者向けガイドラインに関しての判断と今後の取組

食品リサイクル法に関しては、計画策定や報告義務は無く、抑制の推進をしており適応

している。

ガイドラインに関しては、上記考察に基づき、下記を実施していく。

①発注の際に適切な製品と適切な量を検討する。（誤発注や見込み違いを防止する。）

②取扱総量、廃棄物排出量及び品目などのデータを把握していく。

③食品リサイクル化の目標は「発生率0.01％以下」を設定して取り組む。

　（数値の見直しは今後も実施していく）

　ＥＡ２１で目標を掲げて取り組むことを改めて社員に周知を図り、廃棄物削減を推進

　していく。

④廃棄物排出抑制策を確実に実施していく。

　月１回の現物棚卸による状況把握と対応、作業時の破損発生時の原因究明と作業改善、

　適切な在庫管理、消費期限直前の商品の販売先開拓などを進める。

⑤廃棄物排出率を監視して異常な排出抑制量の時は即、対応策を決定して実施する。

⑥廃棄物が発生した場合は、一般廃棄物として業者に引き渡し、焼却処分にしている。

　廃棄食品のリサイクルの方法を処理業者とも相談して、リサイクル化にも取り組んで

　いく。
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7-5.電力の販売に関して
【江藤産業】

江藤産業株式会社による電力の販売に関して

＜新電力事業について＞

1） 事業の概要

①事業開始年月

2019年4月

②新電力事業所

　新電力おおいた株式会社

③ブランド名

　おおいたのでんき

④料金プラン

　おおいたのでんきＢ/おおいたのでんきＣ/おおいたのでんきＮ/おおいたのでんきＫ

　おおいたのでんきＪ/ＲＥ１００プラン/ＳUＮ給プラン/低圧電力（動力）/高圧電力

合計9プラン

2） 事業の現状

　・主にガスユーザーに向けてガスと電気のセット料金の提案を行っている。

　・工場や店舗等の大口電力需要家向け高圧電力についても積極提案を行っている。

3） 実績・評価

①実績

・契約戸数 5,071戸 （2025年12月末時点）

・売上高 542百万円（2025年1月～12月）

②評価

・前年に引き続き、国の激変緩和対策事業による電気料金値引きの影響はあったが、

　市場における、燃料費・単価設定の上昇の影響もあり、売上高は増加した。

4） 今後の取り組み

・電力市場の状況を考慮しつつ、電力販売を通じて最適なエネルギー提案を行っていく。
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８.環境経営計画の取り組み結果とその評価

1） 二酸化炭素排出量削減

　ソフト面だけではなく、食品冷凍機の更新をはじめとしたハード面での対策も

功を奏し、エネルギー使用量の減少が二酸化炭素の排出量の抑制に繋がった。

2） 電力消費量削減

　前年比10％以上の改善要因として、ハード面の更新による効率化や社員の

節電意識向上が挙げられる。

3） ガソリン消費量削減

　全体の目標値としては達成したが、消費量は前年比で２％程度増加した。

4） 軽油消費量削減

　遠方への配送頻度が影響し、消費量は増加したが、一部の集計漏れも影響して

おり、今後の目標値見直しを検討する。

5） 産業廃棄物リサイクルの推進

　再資源化が困難な廃棄物の増加により目標が未達となった。今後も分別は継続し

再資源化率の向上を目指す。

6） 水使用量削減

　前年度に食品部門の冷凍機を水冷式から空冷式に更新したことが継続的な削減

の要因であるが、節水意識の向上により前年比５％強の改善となった。

7） 爆発・火災事故ゼロ

　各種安全対策を講じたため、事故ゼロとなった。今後も予防保全と自主保安を拡

充し、無事故を達成する。

8） 環境負荷軽減重機の使用

　協力業者に依頼し、低騒音で燃費に優れた重機を使用した。

9） 社会貢献への参加

　地域貢献活動として、小学生とのバレーボール参加によるスポーツ・文化の振興

に努めた。

10）化学物質の評価

　化学物質を含む製品は、取り扱い中に保護具を装着し保管も適正であった。

11）食品廃棄物発生率の抑制

　在庫削減策を推進したことが主な要因となり、発生率ゼロを達成した。

12）冷凍機の管理

　始業開始前に倉庫担当者が冷凍機の温度及び異常音を確認し、適切な管理を継続

することにより、食品の保管温度を適正に保ち、廃棄物発生ゼロの実現へ寄与して

いる。
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9-1.次年度以降の環境経営目標

【江藤産業Ｔ】※1 【各年度の対象期間は、決算年度　1月～12月】

基準年度 目標 目標 目標

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

750,904 743,395 735,886 728,377

kg-CO2 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

279,242 276,450 273,657 270,865

kWh 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

117,883 116,704 115,525 114,347

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

110,681 109,574 108,467 107,361

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

97% 95%以上 95%以上 95%以上

1,811 1,793 1,775 1,757

㎥ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

0 0 0 0

件 件 件 件

※1 ＜江藤産業Ｔの説明＞

Ｔはチームの略。

対象となる事業者は、江藤産業㈱と㈱九州ｴﾈﾙｷﾞｰ総合ｾﾝﾀｰ、匹田電気工事㈱及び各拠点

1-1
電力消費量削減

（電気消費量）

環境
方針の
番号

選択課題

1
二酸化炭素排出量削減

(ＣＯ2排出量)※2

1-2
ガソリン消費量削減

（ガソリン消費量）

1-3
軽油消費量削減

（軽油消費量）

2-1
産業廃棄物

リサイクル推進

3
水使用量削減

（水使用量）

4
社内・消費者の爆発・火
災事故ゼロ→監査・調
査・点検の実施

100% 100% 100% 100%

6 社会貢献への参加
地域貢献を啓発

する
地域貢献を啓発

する
地域貢献を啓発

する
地域貢献を啓発

する

5 環境負荷軽減重機の使
用（建設部門）100%
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9-2.次年度以降の環境経営目標

【北部江藤産業Ｔ】※1 【各年度の対象期間は、決算年度　1月～12月】

基準年度 目標 目標 目標

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

38,654 38,268 37,881 37,495

kg-CO2 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

14,720 14,572 14,426 14,278

kWh 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

11,895 11,776 11,657 11,538

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

0 0 0 0

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率 リサイクル率

91% 90%以上 90%以上 90%以上

66 65 65 64

㎥ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

0 0 0 0

件 件 件 件

※1 ＜北部江藤産業Ｔの説明＞

Ｔはチームの略。

対象となる事業者は、北部江藤産業㈱及び各拠点

1-1
電力消費量削減

（電気消費量）

環境
方針の
番号

選択課題

1
二酸化炭素排出量削減

(ＣＯ2排出量)※2

2
産業廃棄物

リサイクル推進

1-2
ガソリン消費量削減

（ガソリン消費量）

1-3
軽油消費量削減

（軽油消費量）

環境美化活動

3
水使用量削減

（水使用量）

4
社内・消費者の爆発・火
災事故ゼロ→監査・調
査・点検の実施

5 社会貢献への参加 環境美化活動 環境美化活動 環境美化活動
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9-３.次年度以降の環境経営目標

【アリマン未来】 【各年度の対象期間は、決算年度　1月～12月】

基準年度 目標 目標 目標

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

163,517 161,882 160,247 158,612

kg-CO2 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

208,484 206,399 204,314 202,229

kWh 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

13,256 13,123 12,991 12,858

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

10,437 10,333 10,228 10,124

ℓ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

391 387 383 379

㎥ 基準年度比△1% 基準年度比△2% 基準年度比△3%

0 0 0 0

件 件 件 件

1-1
電力消費量削減

（電気消費量）

環境
方針の
番号

選択課題

1
二酸化炭素排出量削減

(ＣＯ2排出量)※2

1-2
ガソリン消費量削減

（ガソリン消費量）

1-3
軽油消費量削減

（軽油消費量）

2
水使用量削減

（水使用量）

3 食品廃棄物排出ゼロ

100% 100% 100% 100%

5 社会貢献への参加
地域貢献を啓発

する。
地域貢献を啓発

する。
地域貢献を啓発

する。
地域貢献を啓発

する。

4 冷凍機の管理
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10.次年度の取組内容

次年度における取り組み内容は以下の通り。

在席時のみ照明の点灯

空調の適温化

ブラインド等の利用により熱の出入りを調節

ＯＡ機器を長時間使用しない場合の電源オフ

乗車前の点検

積載重量の適正管理

燃費に配慮した安全運転の励行

テレワークやＷＥＢ会議活用による消費量の削減

廃棄物の適正な分別

在庫数量の適正管理

紙使用量の削減

資源ごみ回収委託によるリサイクル活動

マニフェストの管理

家電リサイクル券の適正管理

吐出量の適量使用

流し洗いをしない

防災訓練の実施

保安教育の定期的な実施

各種安全機器の設置推進

各種点検調査の適正実施

環境負荷軽減重機の使用 低騒音、低振動、低燃費重機の使用 江藤産業Ｔ

ボランティア活動への参加

地域活動への積極的な参加

化学物質使用時の事故 保護具の使用

防止 物質の適正で安全な取り扱いの徹底

食品廃棄物排出ゼロ 在庫管理（賞味期限の管理と最適な発注） アリマン未来

冷凍機の自主点検（１回/日）

冷凍機の管理 冷蔵庫の異常温度及び異常音ゼロ

メンテナンスの強化

自動車燃料の消費量の
削減

全部門

目標課題 具体的な行動 対象チーム

電力消費量の削減 全部門

社会貢献の参加 全部門

江藤産業Ｔ

アリマン未来

廃棄物排出量の削減 全部門

水使用量の削減 全部門

爆発・火災事故ゼロ 全部門
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１1.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

2026年3月6日

環境関連法令等の遵守状況について以下の通り評価した。 環境管理責任者　吉岡　智洋

№

産業廃棄物の保管基準 標識と保管状況

許可証の表示

食品の管理基準

6 騒音規制法 特定建設作業の届出 届出控

7 振動規制法 特定建設作業の届出 届出控

ガス事業の適切な運営

ガスの安定供給

11 消防法 地下、移動タンクの法定検査

事故時の対応の実施 設備点検記録

消防署との協議 在庫管理記録

13 道路交通法 道路使用の許可 届出控

保守点検 保守点検記録

定期検査 検査結果書

危険予知活動

日報、新規入場者教育

※環境関連法令の違反や苦情はありません。又、関係当局より違反の指摘、訴訟もありません。

○

○

冷凍機、業務用エアコンの点検

○

点検記録

○

○

16

社内保安監査

社内保安監査

社内保安監査

社内保安監査

安全パトロール

12 水質汚濁防止法

10

15
フロン排出抑制
法

労働安全衛生法

14 浄化槽法

8

9

1

2

3

4

5

関係法令 法令の遵守すべき事項 チェック内容

○

○

結果

排出事業者責任
委託契約書
マニフェスト

廃棄物の処理及
び清掃に関する
法律

大分市廃棄物の
減量及び適正処
理等に関する条
例

家電リサイクル
法

許可営業、食品等に関する規制食品衛生法

○

○

○

○

○特定家庭用機器廃棄物の引取、引渡

○

○

高圧ガス保安法

食品リサイクル
法

液化石油ガスの
保安の確保及び
取引の適正化に
関する法律

液化石油ガス、液化石油ガス器具の適切な販
売

ガス事業法

高圧ガスによる災害の防止、製造設備の保安
体制の確保

○

賞味期限切れによる
廃棄処分の抑制状況

食品廃棄物等の発生抑制

廃棄ゴミのリサイクル推進による再資源化率
の向上

紙類のリサイクル実
績

特定家庭用機器廃棄
物管理票

○

○
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１2.代表者による全体評価と見直しの結果

　当社は設立以来、ＬＰガス事業、電力小売事業や水素を取り扱う総合エネルギー企業として、

培ったエネルギーの知見を活かし、地球環境に配慮した建設設計や施工を心がけてきました。

さらに、「地域密着型企業」として環境問題にも積極的に取り組むため、２０１８年１２月に

「エコアクション２１」の認証・登録を取得して、環境活動を強化しました。

　環境活動における2025年の取り組みでは、社員の環境活動に対する意識の向上を筆頭に、

ソフト面、ハード面の複数の取組や改善により、グループ全体として、ほとんどの項目で

昨年より数値は向上しましたが、ガソリンや軽油の消費量は、残念ながら増加する結果と

なりました。

　今後もさらなるIT化やデジタル機器の活用、エコカーへの更新を通じて、二酸化炭素の

排出量の削減を進めます。

　気候変動によって多くの問題が報告される昨今、未来のために貢献すること、また、地域密着

型の企業として、様々な活動を通じた地域貢献を弊社の大切な使命として、日々の研鑽に努め

ます。

　なお、環境経営方針、環境経営目標及び実施体制は、今後も継続します。

2026年3月26日

江藤産業株式会社

代表取締役社長　江藤　康之
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13-1．地域貢献活動の状況

　平成２３年３月に発生した東日本大震災の教訓を忘れないように、その年から毎年、防災訓練

を実施してきました。訓練内容として、佐伯市にある高圧ガス製造施設では、大規模地震を想定

した早期復旧訓練や漏えいを想定した応急措置訓練等を実施したり、本社ビルでは消防署員の

指導の下、地震体験車両を使用して最大震度７の地震を体験することやはしご車を使用した屋上

からの避難訓練も行いました。又、グループ全社を対象にした緊急一斉メール配信訓練や各自に

支給された非常用防災バッグを担いだ避難訓練も実施し、災害時に備えてきました。

　令和7年は、本社と佐伯営業所にて地震発生を想定した総合防災訓練を実施し、消火器を

使用した模擬消火訓練や高台への避難、LPガス製造設備の点検などを行いました。

　今後も災害に備え、ＬＰガス安定供給のための早期復旧訓練や、災害に関する体験型訓練など

を通じて、地域貢献に取り組みます。

【総合防災訓練の様子】 実施年月日:令和7年3月25日

実施場所: 大分県大分市乙津町　本社屋

大分県佐伯市東町　　佐伯営業所
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13-2．地域貢献活動の状況

　地域貢献活動の一環として、令和3年より当社発祥の地である大分県佐伯市のスポーツ少年

団に対し、当社の松岡社員が中心となって活動支援を行っております。

　その活動支援の一つとして、令和7年4月20日に佐伯中央病院アリーナにて、大分県県南

地区小学生バレーボール連盟との共催、佐伯市教育委員会の後援により、「第5回江藤産業杯　

県南地区小学生バレーボール大会」を開催しました。

　大会には佐伯市をはじめとする県南地区より全12チームが出場し熱戦を繰り広げました。

　スポーツを通して地域の未来を担う学童の育成を支援することを目的に、大会だけではなく、

日頃の練習にも当社社員が巡回指導しています。

　今後もこの地域貢献活動を継続し、地域の皆様からの信頼に繋げたいと考えています。

【大会の様子】

・熱戦の様子

・松岡社員（元日本代表）による指導や入賞チームへの記念品贈呈

・優勝チームの集合写真
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13-3.地域貢献活動の状況

　令和2年8月に江藤産業グループに加わり、令和5年からエコアクション21の対象事業所

として加わった匹田電気工事株式会社は、昭和36年設立となる歴史ある会社で、従前から

地域貢献活動に力を入れています。

　令和7年度も各地でボランティア活動を行いましたので、抜粋して紹介します。

【毎年仕事始めに安全祈願を行う五所明神の清掃】

【国木田独歩館裏に設置されている猪除けの電線の張替えや周辺清掃】
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14.その他環境活動の状況

　世界は温暖化の影響を受け、脱炭素社会へ舵を切りました。脱炭素に向けたエネルギー供給の

選択肢の一つは「水素」です。弊社はこの水素事業に平成28年から参入しています。

　弊社は、大分県唯一の水素充填所として、保安、安全、安定供給に努めています。

　令和7年2月2日に開催された別府大分毎日マラソンでは、TBSアクトの燃料電池中継車

「地球を笑顔にするくるま」が中継のため来訪し、江藤産業の大分EBL水素ステーションで

水素を充填しました。

　また、国が掲げる「低炭素水素等の供給・利用の促進」の実現に向け、グリーン水素の製造

から利用者に届けるまでの、サプライチェーン全体のCO2排出量算定を行うプラットフォーム

の実証試験を川崎重工業㈱が行い、弊社は、グリーン水素の輸送と、水素ステーションでの

FCV (燃料電池自動車)への充填で協力しました。

　また、大分県は「大分県版水素サプライチェーン」の構築により水素社会の実現を目指して

おり、令和7年6月30日には大分県が公用車として水素を燃料とするFCV（燃料電池自動車）

を導入するにあたり車両のお披露目式を開催し、弊社から代表取締役社長の江藤が参列しました。

【燃料電池中継車への充填】

【お披露目式の様子】
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